
【
表
紙
】 

人
絹
の
話 

全
一
巻 

 

【
表
紙 

裏
】 

 

【
１
頁
】 

（
発
声
フ
ィ
ル
ム
式
） 

（
十
六
ミ
リ
） 

人
絹
の
話 

全
一
巻 

一
一
二
米 

 

台
湾
総
督
府 

Ｎ
第
九
六
〇
号 

検
閲
済 

有
効
期
間 

自
昭
和
十
五
年
四
月
廿
三
日 

至
昭
和
十
八
年
四
月
廿
二
日 

 

活
動
写
真
「
フ
ィ
ル
ム
」
検
閲 

規
則
第
十
条
第
二
項
ニ
依
リ 

手
数
料
ヲ
免
除
ス 

 

障
害
ナ
シ 

 

【
２
頁
】 

 

【
３
頁
】 

梗
概 

人
絹
の
工
程
を
し
め
し
た
映
画
で
あ
る 

字
幕 

１
、
人
絹
の
話 

 

或
る
製
造
工
程 

２
、
提
供 

 

深
田
商
会
映
画
部 

３
、
ベ
ン
ベ
ル
グ
絹
糸
と
天
然
絹
糸 

４
、
天
然
絹
糸
は
絹
糸
紡
績
手
な
る
蚕
の
創
造
物
で
あ
る 

５
、
蚕
は
口
孔
よ
り
腺
液
を
分
泌
す
る
そ
の
液
は
空
気
に 

 
 

触
れ
て
絹
糸
と
な
り
自
身
の
体
を
蚕
は
そ
れ
で
包
む 

⑴ 

 

【
４
頁
】 

⑵ ６
、
出
来
上
っ
た
繭
こ
の
中
で
蚕
は
蛹
と
な
る 

７
、
天
然
絹
糸
は
繭
か
ら
引
出
し
て
捲
く 

８
、
ベ
ン
ベ
ル
グ
絹
糸
は
天
然
絹
糸
を
学
ん
だ
も
の
で
― 

９
、
蚕
を
観
察
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
― 

１
０
、
最
初
の
実
験
へ
研
究
家
を
誘
つ
た
の
で
あ
る
― 

１
１
、
木
綿
を
酸
化
銅
の
ア
ン
モ
ニ
ア
溶
液
で
溶
解
し
こ
れ 

 
 

 

を
糸
状
に
す
る 

１
２
、
こ
の
為
の
特
殊
な
紡
績
機 

１
３
、
溶
液
は
無
数
の
射
出
孔
の
あ
る
口
金
を
通
過
し 

１
４
、
凝
固
液
の
中
に
降
下
し
て
糸
と
な
り
― 

１
５
、
糸
は
紡
車
に
捲
上
げ
ら
れ
る 

 

【
５
頁
】 

１
６
、
ベ
ン
ベ
ル
グ
絹
糸
は
木
綿
リ
ン
タ
ー
（
綿
実
の
肌
手
）
か
ら
作 

 
 

 

る 

１
７
、
綿
花
の
収
穫 

１
８
、
綿
花
を
種
取
機
に
入
れ
る 

１
９
、
綿
の
種
子
か
ら
リ
ン
タ
ー
が
得
ら
れ
― 

２
０
、
リ
ン
タ
ー
を
圧
縮
し
て

棝
コ
ー
リ

と
す
る 

２
１
、
こ
の
棝
を
工
場
に
送
る
の
で
あ
る 

２
２
、
か
く
て
リ
ン
タ
ー
を
洗
滌
し
て
密
閉
し
た
釜
の
中
で
ア
ル
カ 

 
 

 

リ
と
共
に
煮
沸
す
る 

２
３
、
そ
し
て
更
に
大
き
な
洗
滌
機
械
中
で
洗
っ
て
か
ら
漂
白 

 
 

 

す
る 

３ 



【
６
頁
】 

２
４
、
白
色
の
リ
ン
タ
ー
を
青
色
の
酸
化
銅
ア
ン
モ
ニ
ア
溶
液
と 

 
 
 

共
に
鉄
製
の
釜
に
入
れ
暗
青
色
の
粘
液
体
と
な
っ
た
も 

 
 
 

の
ゝ
大
量
を
― 

２
５
、
大
き
な
釜
の
中
に
入
れ
て
溶
解
を
完
全
に
行
ひ
― 

２
６
、
濾
過
機
で
濾
し
て
不
純
物
を
取
り
去
っ
た
も
の
が
紡
糸 

 
 
 

液 

２
７
、
小
さ
な
蚕
か
ら
学
ん
だ
事
を
大
仕
掛
け
に
― 

２
８
、
一
つ
の
紡
糸
機
の
中
に
多
く
の
紡
ぐ
場
所
が
あ
り
― 

２
９
、
糸
が
縺
れ
な
い
為
に
綛カ

セ

と
し
て
枠
に
捲
く 

３
０
、
綛
は
洗
滌
機
に
降
り
て
行
き
― 

３
１
、
次
に
乾
燥
機
を
通
っ
て
乾
か
さ
れ
― 

 

【
７
頁
】 

３
２
、
最
後
に
□
載
所
に
積
む 

３
３
、
糸
を
綛
□
ら
ポ
ビ
（
特
殊
の
糸
捲
き
）
に
捲
き
― 

３
４
、
次
に
撚
糸
機
に
か
け
て
所
要
の
撚チ

リ

を
か
け
る 

３
５
、
撚
糸
機
は
一
分
間
八
千
回
も
廻
る 

３
６
、
撚
っ
た
糸
は
ボ
ビ
ン
か
ら
再
び
枠
に
捲
い
て
綛
と
な
る 

３
７
、
出
来
上
っ
た
糸
は
撰
別
工
の
手
で
厳
密
に
撰
別
す
る 

３
８
、
そ
し
て
一
方
試
験
室
で
は
絶
え
ず
製
品
の
良
否
を
検 

 
 
 

査
し
― 

３
９
、
糸
の
デ
ニ
ー
ル
（
細
さ
）
伸
力
及
強
力
を
計
っ
て
ゐ
る 

４
０
、
終 

【
デ
ー
タ
採
録
者
：
加
藤
宏
明
】 

【
デ
ー
タ
校
正
…
笠
原
亮
介
】 

 


